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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第92期

中間連結会計期間
第93期

中間連結会計期間
第92期

会計期間
自2024年６月１日
至2024年11月30日

自2025年６月１日
至2025年11月30日

自2024年６月１日
至2025年５月31日

売上高 （百万円） 45,777 48,914 91,101

経常利益 （百万円） 2,646 2,947 5,194

親会社株主に帰属する中間（当

期）純利益
（百万円） 1,927 2,072 3,857

中間包括利益又は包括利益 （百万円） 1,393 3,931 2,924

純資産額 （百万円） 31,561 36,269 32,779

総資産額 （百万円） 76,926 84,033 76,052

１株当たり中間（当期）純利益 （円） 63.21 67.98 126.53

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 40.3 42.4 42.3

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 3,709 3,949 8,566

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △2,527 △3,305 △5,313

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △173 858 △984

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
（百万円） 10,857 14,185 12,029

　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 　文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

　（１）財政状態及び経営成績の状況

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善などを背景に緩やかな景気回復基調にある

一方で、継続的な諸物価の上昇や米国の関税政策の影響、不安定な国際情勢、長期金利の上昇など、依然として

先行き不透明な状況が続いております。

　この様な状況のもと、当社グループでは前連結会計年度に引き続き、付加価値の高い製品の受注と生産体制の

整備を強化し、原価低減活動を積極的に進めてまいりました。

 

　これらの結果、売上高は48,914百万円（前年同期比6.9%増）、利益面におきましては、営業利益は3,356百万

円（前年同期比13.6%増）、経常利益は2,947百万円（前年同期比11.4%増）、親会社株主に帰属する中間純利益

は2,072百万円（前年同期比7.6%増）となりました。

 

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

①　日本

　情報・通信機器部品は減収となりましたが、車両用内外装部品及び金型の増収により、売上高は15,827百

万円（前年同期比6.4%増）、セグメント利益は2,281百万円（前年同期比7.4%増）となりました。

②　欧州

　金型の減収により、売上高は5,644百万円（前年同期比6.2%減）、セグメント利益は42百万円（前年同期比

78.4%減）となりました。

③　アジア

　車両用内外装部品及び金型の増収により、売上高は16,487百万円（前年同期比8.0%増）、セグメント利益

は605百万円（前年同期比37.6%増）となりました。

④　北米

　車両用内外装部品及び金型の増収により、売上高は10,954百万円（前年同期比13.8%増）、セグメント利益

は764百万円（前年同期比48.9%増）となりました。

 

　なお、部門別の売上の状況は、次のとおりであります。

 

　部門別

当中間連結会計期間

（自　2025年６月１日

　 至　2025年11月30日）

 売上高（百万円） 前年同期比(％)

　成形品

 

 

 

　情報・通信機器 　　　　　　　3,230 　　　　　　 △2.6

　車両 　　　　　　 34,671 　　　　　　 　7.8

　家電その他 　　　　　　　3,328 　　　　　　   3.5

　成形品計 　　　　　　 41,229 　　　　　　 　6.6

　金型 　　　　　　　7,684 　　　　　　 　 8.5

　合計 　　　　　　 48,914 　　　　　   　6.9
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　当中間連結会計期間末の資産合計は、84,033百万円（前連結会計年度末比7,981百万円増）となりました。これ

は、現金及び預金が2,155百万円、売掛金が3,347百万円及び有形固定資産が3,118百万円増加したこと等によるも

のであります。

　当中間連結会計期間末の負債合計は、47,764百万円（前連結会計年度末比4,492百万円増）となりました。これ

は、支払手形及び買掛金が809百万円、長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）が4,970百万円増加し、

短期借入金が2,520百万円減少したこと等によるものであります。

　当中間連結会計期間末の純資産合計は、36,269百万円（前連結会計年度末比3,489百万円増）となりました。こ

れは、利益剰余金が1,645百万円及び為替換算調整勘定が1,775百万円増加したこと等によるものであります。

 

（２）キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は14,185百万円となり、前連結

会計年度末より2,155百万円増加しました。各キャッシュ・フローの状況とその要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は3,949百万円（前年同期比6.5%増）となりました。これは主に税金等調整前中

間純利益2,922百万円、減価償却費2,246百万円、売上債権の増加2,476百万円、棚卸資産の減少1,135百万円によ

るものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は3,305百万円（前年同期比30.8%増）となりました。これは主に有形固定資産の

取得による支出3,236百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果獲得した資金は858百万円（前年同期は使用した資金173百万円）となりました。これは主に長

期借入金の借入れによる収入6,540百万円、長期借入金の返済による支出1,814百万円及び短期借入金の純減額

2,530百万円によるものであります。

 

　（３）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　当中間連結会計期間において、当社グループの会計上の見積り及び見積りに用いた仮定について重要な変更はあ

りません。

 

　（４）経営方針・経営戦略等

　当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

 

　（５）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

 

　（６）研究開発活動

　当中間連結会計期間におけるグループ全体の研究開発費は443百万円であります。なお、当中間連結会計期間に

おいて、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

 

３【重要な契約等】

　当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 43,200,000

計 43,200,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末
現在発行数（株）
（2025年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（2026年１月14日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 30,688,569 30,688,569
東京証券取引所

プライム市場

単元株式数

100株

計 30,688,569 30,688,569 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

2025年６月１日～

2025年11月30日
－ 30,688 － 4,008 － 3,860
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（５）【大株主の状況】

  2025年11月30日現在

氏名又は名称 住所

所有株式

数

（千株）

発行済株式（自己株

式を除く。）の総数

に対する所有株式数

の割合（％）

双葉電子工業株式会社 千葉県茂原市大芝629 4,508 14.78

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
東京都港区赤坂１－８－１ 3,571 11.71

有限会社ビー・ケー・ファイナンス 東京都北区赤羽１－40－２ 2,098 6.88

株式会社日本カストディ銀行（信託

口）
東京都中央区晴海１－８－12 899 2.95

株式会社ＡＬＰＩＮＥＣＡＰ 東京都大田区南千束２－30－15 680 2.23

松村　昌彦 京都府京都市中京区 639 2.09

ＲＥ　ＦＵＮＤ　１０７－ＣＬＩＥ

ＮＴ　ＡＣ

（常任代理人　シティバンク、エ

ヌ・エイ東京支店）

ＭＩＮＩＳＴＲＩＥＳ　ＣＯＭＰＬＥＸ

ＡＬＭＵＲＱＡＢ　ＡＲＥＡ　ＫＵＷＡ

ＩＴ　ＫＷ　１３００１

（東京都新宿区新宿６－27－30）

614 2.01

梅崎　生八郎 神奈川県川崎市川崎区 464 1.52

ＩＮＴＥＲＡＣＴＩＶＥ

ＢＲＯＫＥＲＳ　ＬＬＣ

（常任代理人　インタラクティブ・

ブローカーズ証券株式会社）

ＯＮＥ　ＰＩＣＫＷＩＣＫ　ＰＬＡＺＡ

ＧＲＥＥＮＷＩＣＨ,ＣＯＮＮＥＣＴＩ

ＣＵＴ　０６８３０　ＵＳＡ

（東京都千代田区霞が関３－２－５）

426 1.39

ＪＰモルガン証券株式会社 東京都千代田区丸の内２－７－３ 369 1.21

計 － 14,272 46.82

（注）上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

　　　　日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）　　　　　3,571千株

　　　　株式会社日本カストディ銀行（信託口）　　　　　　　　　　　899千株

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2025年11月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 204,800 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 30,459,300 304,593 －

単元未満株式 普通株式 24,469 － －

発行済株式総数  30,688,569 － －

総株主の議決権  － 304,593 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が600株含まれております。また、

「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数６個が含まれております。

２．上記単元未満株式には、証券保管振替機構名義の株式が60株含まれております。
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②【自己株式等】

    2025年11月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

三光合成㈱
富山県南砺市土生

新1200番地
204,800 － 204,800 0.67

計 － 204,800 － 204,800 0.67

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について

　当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という）に基づいて作成しております。

　また、当社は金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第１

編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2025年６月１日から2025年11月

30日まで）に係る中間連結財務諸表について、アーク有限責任監査法人による期中レビューを受けております。
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2025年５月31日)

当中間連結会計期間
(2025年11月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 12,029 14,185

受取手形 ※３ 1 ※３ －

電子記録債権 ※３ 1,347 ※３ 1,338

売掛金 15,734 19,082

商品及び製品 1,771 1,598

仕掛品 4,044 3,063

原材料及び貯蔵品 2,066 2,354

その他 3,101 3,386

流動資産合計 40,097 45,008

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 10,793 12,668

機械装置及び運搬具（純額） 11,722 12,250

工具、器具及び備品（純額） 2,378 2,441

土地 6,445 6,897

建設仮勘定 2,750 2,950

有形固定資産合計 34,090 37,208

無形固定資産   

その他 414 469

無形固定資産合計 414 469

投資その他の資産   

投資有価証券 22 4

繰延税金資産 238 216

退職給付に係る資産 785 849

その他 404 276

投資その他の資産合計 1,450 1,347

固定資産合計 35,954 39,025

資産合計 76,052 84,033
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2025年５月31日)

当中間連結会計期間
(2025年11月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※３ 7,842 ※３ 8,652

電子記録債務 ※３ 3,348 ※３ 3,263

短期借入金 ※１ 3,045 525

１年内返済予定の長期借入金 ※１ 3,405 3,652

リース債務 1,584 1,614

未払法人税等 597 699

賞与引当金 228 233

役員賞与引当金 92 －

その他 ※３ 6,035 ※３ 7,064

流動負債合計 26,180 25,704

固定負債   

長期借入金 ※１ 12,325 17,050

リース債務 3,840 3,701

繰延税金負債 189 215

役員退職慰労引当金 16 16

退職給付に係る負債 370 418

その他 347 656

固定負債合計 17,092 22,060

負債合計 43,272 47,764

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,008 4,008

資本剰余金 4,072 4,072

利益剰余金 21,680 23,326

自己株式 △43 △43

株主資本合計 29,718 31,364

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 0 △2

為替換算調整勘定 2,013 3,789

退職給付に係る調整累計額 459 460

その他の包括利益累計額合計 2,473 4,247

非支配株主持分 586 656

純資産合計 32,779 36,269

負債純資産合計 76,052 84,033
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年６月１日
　至　2024年11月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年６月１日
　至　2025年11月30日)

売上高 45,777 48,914

売上原価 38,113 40,787

売上総利益 7,664 8,126

販売費及び一般管理費 ※ 4,710 ※ 4,770

営業利益 2,953 3,356

営業外収益   

受取利息 31 26

受取配当金 1 1

為替差益 － 17

受取賃貸料 33 33

スクラップ売却益 28 36

その他 128 28

営業外収益合計 223 142

営業外費用   

支払利息 272 220

為替差損 199 －

デリバティブ評価損 19 296

その他 40 33

営業外費用合計 530 551

経常利益 2,646 2,947

特別利益   

固定資産売却益 0 2

投資有価証券売却益 － 6

特別利益合計 0 9

特別損失   

固定資産除却損 24 29

固定資産売却損 2 4

特別退職金 30 －

特別損失合計 57 34

税金等調整前中間純利益 2,588 2,922

法人税等 641 811

中間純利益 1,947 2,110

非支配株主に帰属する中間純利益 20 38

親会社株主に帰属する中間純利益 1,927 2,072
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年６月１日
　至　2024年11月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年６月１日
　至　2025年11月30日)

中間純利益 1,947 2,110

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △4 △2

為替換算調整勘定 △544 1,822

退職給付に係る調整額 △4 0

その他の包括利益合計 △553 1,820

中間包括利益 1,393 3,931

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 1,386 3,846

非支配株主に係る中間包括利益 6 85
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年６月１日
　至　2024年11月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年６月１日
　至　2025年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 2,588 2,922

減価償却費 2,076 2,246

のれん償却額 22 －

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △55 △64

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △3 15

受取利息及び受取配当金 △33 △28

支払利息 272 220

投資有価証券売却損益（△は益） － △6

有形固定資産売却損益（△は益） 2 2

有形固定資産除却損 24 29

デリバティブ評価損益（△は益） 19 296

特別退職金 30 －

売上債権の増減額（△は増加） △1,195 △2,476

棚卸資産の増減額（△は増加） △82 1,135

その他資産の増減額（△は増加） 176 50

仕入債務の増減額（△は減少） 1,346 △162

その他負債の増減額（△は減少） △585 572

その他 3 33

小計 4,608 4,788

利息及び配当金の受取額 33 28

利息の支払額 △268 △198

特別退職金の支払額 △30 －

法人税等の支払額 △633 △668

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,709 3,949

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

投資有価証券の売却による収入 － 20

有形固定資産の取得による支出 △2,490 △3,236

有形固定資産の売却による収入 3 10

その他 △39 △99

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,527 △3,305
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  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年６月１日
　至　2024年11月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年６月１日
　至　2025年11月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △118 △2,530

長期借入金の借入れによる収入 2,500 6,540

長期借入金の返済による支出 △1,325 △1,814

リース債務の返済による支出 △918 △898

配当金の支払額 △304 △426

非支配株主への配当金の支払額 △5 △12

財務活動によるキャッシュ・フロー △173 858

現金及び現金同等物に係る換算差額 △109 653

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 898 2,155

現金及び現金同等物の期首残高 9,958 12,029

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 10,857 ※ 14,185
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【注記事項】

（中間連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、一部の連結子会社において、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益

に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算して

おります。

 

（中間連結貸借対照表関係）

※１　シンジケーション・コミットメントライン契約

　グループ経営の安定化を図るため、機動的かつ安定的な資金調達を可能とすることを目的として、シンジケーショ

ン・コミットメントライン契約を締結しております。

この契約に基づく借入未実行残高等は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
（2025年５月31日）

当中間連結会計期間
（2025年11月30日）

コミットメントラインの総額 6,000百万円 6,000百万円

借入実行残高 1,000 －

差引額 5,000 6,000

 

２　財務制限条項

　「※１」の契約には下記の財務制限条項等が付されており、特定の条項に抵触した場合、その条項に該当する借入

先に対し借入金を一括返済することになっております。

①　2024年5月期末日及びそれ以降の各事業年度末日における連結貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額

を、直近の事業年度末日における連結貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額の75%に相当する金額以上

に維持すること。

②　2024年5月期末日及びそれ以降の各事業年度末日における連結損益計算書に記載される営業損益を２回連続して

損失としないこと。

 

※３　中間連結会計期間末日満期手形等

　　中間連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、当中間連結会計期間末日が金融機関の休日でしたが、満

期日に決済が行われたものとして処理しております。当中間連結会計期間末日満期手形等の金額は、次のとおりであ

ります。

 
前連結会計年度
（2025年５月31日）

当中間連結会計期間
（2025年11月30日）

受取手形 1百万円 0百万円

電子記録債権 2 2

支払手形及び買掛金 36 10

電子記録債務 548 556

流動負債その他（設備支払手形等） 27 5
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（中間連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前中間連結会計期間
（自 2024年６月１日
　　至 2024年11月30日）

　当中間連結会計期間
（自 2025年６月１日
　　至 2025年11月30日）

荷造運搬費 1,350百万円 1,253百万円

給与手当・賞与 1,098 1,147

賞与引当金繰入額 20 20

退職給付費用 15 13

研究開発費 412 443

   

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間連結会計期間
（自 2024年６月１日
至 2024年11月30日）

当中間連結会計期間
（自 2025年６月１日
至 2025年11月30日）

現金及び預金勘定 10,857百万円 14,185百万円

現金及び現金同等物 10,857 14,185
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年６月１日　至　2024年11月30日）

（1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年８月29日

定時株主総会
普通株式 304 10 2024年５月31日 2024年８月30日 利益剰余金

 

（2）基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間末後となるも

　 　の

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年12月６日

取締役会
普通株式 304 10 2024年11月30日 2025年２月３日 利益剰余金

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年６月１日　至　2025年11月30日）

（1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年８月28日

定時株主総会
普通株式 426 14 2025年５月31日 2025年８月29日 利益剰余金

 

（2）基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間末後となるも

    の

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年12月５日

取締役会
普通株式 426 14 2025年11月30日 2026年２月３日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年６月１日　至　2024年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント

調整額

（注）1

中間連結

損益計算書

（注）2 日本 欧州 アジア 北米 計

売上高        

外部顧客への売上高 14,874 6,018 15,263 9,622 45,777 － 45,777

セグメント間の内部売上高

又は振替高
2,991 0 267 6 3,266 △3,266 －

計 17,865 6,018 15,530 9,629 49,044 △3,266 45,777

セグメント利益又は損失（△） 2,124 198 439 513 3,276 △322 2,953

　（注）１．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去22百万円及び各報告セグメントに配分して

　　　　　　いない全社費用△345百万円であります。

　　　２．セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年６月１日　至　2025年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント

調整額

（注）1

中間連結

損益計算書

（注）2 日本 欧州 アジア 北米 計

売上高        

外部顧客への売上高 15,827 5,644 16,487 10,954 48,914 － 48,914

セグメント間の内部売上高

又は振替高
2,452 － 132 4 2,589 △2,589 －

計 18,280 5,644 16,620 10,958 51,503 △2,589 48,914

セグメント利益又は損失（△） 2,281 42 605 764 3,693 △337 3,356

　（注）１．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去65百万円及び各報告セグメントに配分して

　　　　　　いない全社費用△403百万円であります。

　　　２．セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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（収益認識関係）

　　　　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　　　　前中間連結会計期間（自　2024年６月１日　至　2024年11月30日）

 

     （単位：百万円）

 報告セグメント
計

 日本 欧州 アジア 北米

成形品事業      

情報・通信機器 1,968 － 1,346 － 3,314

車両 8,077 4,614 11,064 8,405 32,162

家電その他 720 47 2,342 103 3,215

成形品事業計 10,767 4,662 14,753 8,509 38,692

金型事業 4,106 1,356 509 1,113 7,085

顧客との契約から生じる収益 14,874 6,018 15,263 9,622 45,777

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 14,874 6,018 15,263 9,622 45,777

 

　　　　当中間連結会計期間（自　2025年６月１日　至　2025年11月30日）

 

     （単位：百万円）

 報告セグメント
計

 日本 欧州 アジア 北米

成形品事業      

情報・通信機器 1,915 － 1,314 － 3,230

車両 8,771 4,874 12,069 8,954 34,671

家電その他 908 48 2,308 63 3,328

成形品事業計 11,595 4,923 15,692 9,018 41,229

金型事業 4,231 721 711 1,936 7,601

顧客との契約から生じる収益 15,827 5,644 16,404 10,954 48,831

その他の収益 － － 83 － 83

外部顧客への売上高 15,827 5,644 16,487 10,954 48,914
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（１株当たり情報）

　１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2024年６月１日
至　2024年11月30日）

当中間連結会計期間
（自　2025年６月１日
至　2025年11月30日）

１株当たり中間純利益 63円21銭 67円98銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益

（百万円）
1,927 2,072

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利

益（百万円）
1,927 2,072

普通株式の期中平均株式数（株） 30,483,783 30,483,763

 （注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

2025年12月５日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）　配当金の総額………426百万円

（ロ）　１株当たりの金額……14円00銭

（ハ）　支払請求の効力発生日及び支払開始日……2026年２月３日

　（注）2025年11月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

2026年１月14日

三光合成株式会社

取締役会　御中

 

アーク有限責任監査法人

富山オフィス

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 辻　　是人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 篠﨑　和博

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三光合成株式会

社の2025年６月１日から2026年５月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2025年６月１日から2025年11月30日ま

で）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中間連

結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、三光合成株式会社及び連結子会社の2025年11月30日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される

規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たし

ている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手続

を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度

の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認め

られる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。ま

た、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務諸表の注

記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間連

結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告

書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性

がある。

・中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠していな

いと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成及び

内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められない

かどうかを評価する。

・中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結

論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

 

以　上

 

（注）1. 上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　2. ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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